
医療法人 整肢会
（副島整形外科病院及び副島整形外科クリニック）

の病床統合について

2019年 2月12日 ㈫

平成30年度 第2回佐賀県地域医療構想調整会議
南部構想区域分科会

医療法人 整肢会 副島整形外科病院
理事長 副島 義久

1

資料７



経緯

平成29年1月、佐賀県の地域医療構想の趣旨を鑑み、医療法人整肢会の病床
の在り方について検討を開始しました。

❐

平成29年4月、病床統合等について佐賀県医務課へ相談を行いました。

平成29年8月、副島整形外科病院58床と副島整形外科クリニック19床の病床
統合に関しての方針を決定しました。

❐

❐
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趣旨
１．今後の高齢化社会を向かえるにあたり当会の病床の在り方を検討

今後の高齢化社会と地域への貢献を見据え、副島整形外科クリニックの
病床を副島整形外科病院の病床に加え急性期病床を減じ、回復期機能の
病床を持ちたいと考えております。

２. 副島整形外科病院の特徴

股関節、膝関節の手術はもちろんですが、肩関節治療においても専門分野
であり、特に近年から本邦において使用開始となったリバース型人工肩関節
（RSA）の手術等も実施しており、多種多様な手術を行っています。

前述を踏まえ、当院は統合後においても地域の医療機関等との連携は重
要であり、地域とともに機能分化を行いながら医療を実施していく必要性があ
ります。

また、外来患者においてはクリニックの方で診療しており、整形外科治療に
おけるゲートウェイの役割を担っています。
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趣旨
３. 副島整形外科病院の現状及び将来像

地域における副島整形外科病院の現状は以下の（1）～（3）通りです。
また、将来的にも以下の（4）～（5）の通り整形外科専門の手術及び手術後

の早期リハビリテーションをはじめとする充実したリハビリテーション機能を持
つ医療機関として運営していきます。

（５） 専門医と同様、特に股、肩、膝関節などの各分野を中心としたリハビリ
テーションスタッフの育成。

（１） 整形外科専門の医療機関。

（２） 整形外科専門医の充実。特に股、肩、膝関節などの各分野における
経験豊富な専門医の充実。

（３） 年間約1,200例の整形外科手術を行い、今後も入院・手術等の体制
の確保及び充実。

（４） 地域の医療・介護・福祉機関との連携を推進し、急性期医療を中心
とする一方、回復期に必要な専門的リハビリの充実を図る。
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趣旨
４． 地域の医療機能

南部医療圏において、左記の図のとおり
回復期機能病床が確保されています。

回復期リハビリテーション病床：武雄市、嬉野市、鹿島市、白石町
地域包括ケア病床：鹿島市、嬉野市、白石町、太良町

上記を踏まえ、武雄市にはない地域包括
ケア病床を充実することで地域医療に貢献
いたします。
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佐賀県
南部医療圏

〔回復機能病床〕

回復期リハビリ病床
地域包括ケア病床



現時点での統合及び病床転換の予定

❒ 統合後（予定）

施設名 入院基本料種別 病床数

副島整形外科病院 急性期一般入院基本料６（旧：一般病床入院基本料10対1） 58床
副島整形外科クリニック 有床診療所一般病床入院基本料1 19床

合計 77床

❒ 現状

施設名 入院基本料種別 病床数

副島整形外科病院
急性期一般入院基本料６（旧：一般病床入院基本料10対1） 47床
回復期機能病棟（地域包括ケア病棟入院料） 30床

副島整形外科クリニック 病床廃止 ➡ 外来に特化した無床の診療所とします。 0床
合計 77床 6

高齢化が進み、地域における病床が減少するなか、当院は地域で必要とされる整形外科領域
の診療の充実（術後リハビリテーション等）を図っていきます。

自宅等での転倒による急遽の入院に対応するとともに専門的な治療及び、日常生活困難な方
の在宅復帰支援を継続的に行っていくことを目指します。
2017年度診療実績で平均在院日数15.4日、手術症例数1,243例であることから早期在宅復帰

を可能とする病床が必要です。



副島整形外科病院・クリニックの現在地
及び増築予定地

増築予定地
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回復期機能病棟 平面図
（地域包括ケア病棟）
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病床移転・建設予定地
現在の副島整形外科病院の隣接地に回復期機能病棟（地域包括ケア病棟）

を建設予定です。

今後の予定

今回の回復期機能病棟（地域包括ケア病棟）の建設に関しては、佐賀県回復期
機能病床整備事業費補助金を利用する予定です。

平成31年6月着工、平成32年3月頃の完成を目指しています。

病床統合した後の副島整形外科クリニックは無床診療所として運営します。

❐

❐

❐

❐
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まとめ

医療法人整肢会の副島整形外科病院（58床）と副島整形外科クリニック
（19床）の病床を統合し、回復期機能病棟（地域包括ケア病棟）の整備を
予定しています。
内訳は急性期機能病棟47床、回復期機能病棟（地域包括ケア病棟）

30床の予定です。

建設予定地は、現在の副島整形外科病院の隣接地に建設します。

建設時期は、平成31年6月の着工を目指し、平成32年3月頃の完成を
目指しています。

❐

❐

❐
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